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附
和
五

1
年

四

月

一

日

て

八
八
＇
一
ハ
香
目
の
保
飩
州
と
し
て
、
大

販
附
松
掠
由
に
「
大
阪
附
松
原
保
飩

閃
」
が
開
設
さ
九
ま
し
た
。

こ
の
保
健
所
が
所
昆
区
域
と
す
る

松
掠
・111
は
、
人
ロ
一
―

-
0冷
力
し
三

人
（
附
和
四
ー
九
貨

1
月

日

蜆

召

三

ほ
ほ
大
伽
附
の
中
央
晶
に
位
，
Hl
し
f

大
和
川
を
伽
て
て
人
販
巾
を
の
そ
み
f

西
は
堺
＾
111r

印
は
印
河
円
都
叉
加
町
、

東
は
腺
九
ー
fihf
出
曳
野
巾
に
抜
し

て
河
円
平
野
南
部
の
長
点
を
占
め
て

お
り
ま
す
。
e

地
名
「
松
屈
’
'
の
由
来
は
遠
く
f

紀
九
四
i

八
年
か
ら
四
四
―
―
年
に
在

位
し
た
と
い
わ
れ
る
倭
五
王
の
一
人

反＿
11
大
亨
は
均
長
太
尺
に
辺

<
f

容

姿
叉
し
い
天
巳
て
あ
っ
た
と
云
わ
訊
f

こ
の
大
皇
が
几
年
冬
十
月
こ
こ
に
都

を
定
め
ら
九
f

皇
い
の
広
さ
四

0ncJ

口
月
、
四
カ
に
溝
堀
と
併
せ
て
緊
の

い
恨
を
め
く
ら
し
た
丹
比
柴
籠
官
を

戎
け
ら
れ
ま
し
こ
。

そ
の
后
f

皇
が
都
を
移
す

と
そ
の
宜
殿
跡
が
「
松

ll
い
し
丹
比

の
松
加
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

と
に
え
ら
九
て
い
ま
す
。

ま
た
朋
粕
一
＿
ー
ニ
年
町
村
桐
の
施

行
に
際
し
、
近
隣
八
ヶ
村
を
合
併
し

た
と
き
r

さ
き
の
宮
殿
跡
附
近
を
松

原
壮
と
呼
ん
て
い
た
旧
称
に
よ
り
松

原
と
名
付
け
ら
九
ま
し
た
。

当
地
は
古
く
か
ら
ひ
ら
け
高
い
文

化
を
も
っ
て
い
た
よ
う
て
r

徳
川
時

仇
に
は
各
藩
伽
f

仇
官
地
の
支
配
地

と
な
り
、
幾
多
の
行
政
管
鰐
の
変
せ

ん
を
重
ね
て
明
冶
緋
新
を
迎
え
た
の

-
l

あ
り
ま
す
が
f

明
治
二
十
二
年
に

旦

松

屈

村

r

天
t
そ
訂
、
布
忍
打
f

恵
我
訂
f

ニ
―
完
打
か
化
九
、
丹
比
都

に
属
し
て
い
ま
し
た
が
同
二
十
九
年

四
月
中
詞
円
邸
に
属
し
f

昭
和
十
七

年
し
月
松
加
村
f

同
二
十
二
年
に
大

叉
村
が
そ
九
そ
れ
町
に
な
り
ま
し
た
。

陪
和
ニ
ー
年
二
月
一
日
二
附
―
―
―
村

か
附
打
合
併
促
進
払
に
よ
り
合
併
し
、

附
卜
ニ
十
一
番
目
の
由
と
し
て
松
原

巾
の
誕
生
を
み
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

こ
の
保
健
所
の
殴
此
さ
乳
た
中
て

特
に

ftr民
の
力
々
の
保
健
所
に
寄

せ
る
大
き
な
期
待
と
そ
の
設
立
へ
の

努
力
を
一
番
に
上
け
る
こ
と
が
で

ま
す
。

即
ち
附
和
囚
ー

9
月
八
月
市
の
人

口
が
十
万
人
を
超
え
る
時
に
は
じ
ま

り
f

七
年
の
永
き
に
わ
た
っ
た
も
の

て
あ
り
ま
す
が
f

そ
の
態
様
を
申
し

述
へ
た
い
と
息
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
八
月
人
口
が
十

fj

人
を
起
え
た
同
年
十
一
月
、
は
や
く

も
松
犀
保
健
所
設
置
委
員
会
が
発
足
‘

事
務
島
を
松
原
市
部
落
陪
放
七
ノ
ク

ー
に
お
い
て
、
松
原
市
P
T
A
協
議
会
f

連
合
婦
人
会
、
市
議
会
f

市
校
長
会

及
ひ
教
職
員
組
合
f

部
落
解
放
同
盟

松
原
支
部
等
が
参
加
し
f

住
民
連
動

が
展
閲
さ
且
r

住
民
へ
の
啓
蒙
は
署

名
に
連
が
り
、
そ
の
総
数
三
五
、

0

0
0
名
世
帯
数
二
カ
を
超
え
る
怖
カ

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
人
阪
府
て
は
昭
和
四
十
五

年
度
を
初
年
度
と
す
る
保
健
所
整
偏

三
ケ
年
計
画
か
検
討
さ
九
て
い
た
の

で
あ
り
ま
す
が
f

翌
四
十
六
年
大
散

府
衛
生
対
策
審
議
，
式
が
設
け
ら
九
衛

生
行
政
の
再
検
討
が
加
え
ら
れ
る
時

期
で
も
あ
り
f

ま
た
厚
生
省
の
保
健

所
再
編
成
（
統
廃
合
）
の
問
題
も
あ

り
ま
し
た
が
昭
和
四
十
八
年
度
当
初

予
算
で
本
格
的
に
設
置
決
定
が
な
さ

九
ま
し
た
。

そ
の
后
、
石
油
問
匙
に
端
を
発
す

る
f

ま
れ
に
み
る
物
価
の
高
騰
等
に

起
因
し
、
沿
エ
か
遅
延
し
r

年
度
の

お
し
せ
ま
っ
た
陪
和
四
十
九
年
三
月

二
十
五
日
よ
う
や
く
着
工
の
連
ひ
に

な
っ
た
の
て
あ
り
ま
す
し

他
力
住
民
連
動
は
f

工
，
＂
手
の
進
捗

に
あ
わ
せ
て
f

保
健
所
機
能
の
充
実
r

ひ
い
て
は
職
員
定
数
の
堺
大
を
め
く

っ
て
設
定
同
粽
の
住
民
連
勁
が
起
り
、

保
健
連
営
協
議
会
f

食
生
活
改
善
罹

進
協
議
会
及
ひ
研
究
同
好
会
、
衛
生

姉
人
奉
仕
会
、
精
神
術
生
励
議
会
等

の
市
民
団
体
が
積
極
的
に
府
に
働
き

か
け
唸
又
府
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な

市
民
の
熱
怠
を
く
み
い
九
苔
し
い
財

政
事
愉
て
は
あ
る
が
f

昭
和
五
十
年

三
月
二
十
八
日
竣
工
と
同
時
に
ニ
ー

七
名
の
定
数
を
決
定
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。こ

こ
に
幹
部
職
員
を
紹
介
す
る
と

所
長
伏
理
は
兄
保
健
所
に
当
る
藤
昇

寺
保
健
所
の
出
川
喬
志
氏
が
、
保
健

婦
長
は
同
保
健
所
王
査
て
史
池
地
区

担
当
駐
在
と
し
て
活
躍
し
た
乾
死
乃

生
氏
が
、
衛
生
課
長
に
は
元
藤
月
寺

保
飩
所
て
勤
務
し
地
に
出
惰
に
許
し

い
布
施
保
飩
所
主
査
森
本
一
衛
氏
が
、

更
に
環
箋
衛
生
担
当
は
叶
口
保
健
所

主
宜
の
横
田
稔
氏
が
発
令
さ
訊
た
。

ま
た
五
月
一
日
づ
け
て
門
真
保
健
所

筏
田
隆
氏
が
総
務
課
長
と
し
て
発
令

さ
れ
た
。
役
職
者
を
含
め
藤
井
寺
保

健
所
か
ら
ト
一
名
の
職
員
が
転
勤
し

て
来
て
六
月
一
日
づ
け
で
総
註
三
十

五
名
に
て
保
健
所
の
業
務
を
開
始
し

た
。

の

概

所
在
地

Ii
松
原
市
田
井
城
一
ー
ー
一
ー
ニ

、

-

電

話

0
七
二
I

i

―
心

3

じ
―

-
L
番

（＇ 

構

造
鉄
筋
コ
／
ク
リ
ー
ト
娼

11地
上
二

階
地
ト
一
階
〔
保
他
所
部
分
一
階
）
、

床
面
積

11-
、
一
六
二
R

五
六
尻

特

徴

―
r

仕
民
の
要
求
に
基
つ
い
て
設
置

さ
れ
た
。

三

市

立

病

院

と

の

併

設

。

三
、
保
健
所
職
員
の
屈
見
を
反
映
し

て
設
叶
建
築
さ
訊
た
。

へ
の

株
健
所
て
は
f

こ
の
よ
う
な
仕
民

の
期
待
に
答
え
る
へ

<
f

四
月
一
日

設
立
以
来
r

十
五
日
と
い
う
短
期
間

て
月
間
ク
リ
一
ノ
ク
等
の
事
業
叶
画

を
策
定
し
、
六
月
t

日
丈
施
と
し
て

印
の
広
報
を
通
し
、
住
民
へ
の
局
知

を
は
か
り
、
一
方
仕
民
の
一
ー
ト
を

着
実
に
把
握
し
な
が
ら
f

公
衆
衛
生

活
動
の
中
枢
槻
闊
と
し
て
、
或
は
第

一
線
機
関
の
一
っ
と
し
て
、
新
し
い

保
健
所
を
育
て
、
行
く
へ
く
所
長
を

は
じ
め
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
釈
極

5~ 



又
市
民
病
院

的
に
恥
祖
ん
て
お
り
ま
す
。

と
は
f

全

国

て

も

は

し

め

て

の

試

み

て
あ
り
‘
柄
尻
加
設
の
拡
張
と
相
侯

ノ
＿
て
、
灼
化
辻
て
活
趾
さ
汎
た
菊
岡

屈
＇
兵
を
迎
え

f

ス
タ
ノ
フ
の
培
怖
と

巾
当
局
の
位
刀
な
ハ
ノ
ク
ア
ノ
プ
は
、

保
健
所
と
柄
屈
と
の
つ
な
が
り
に
一

つ
の
課
む
を
提
供
す
る
も
の
て
f

今

后
に
大
き
な
斯
待
が
か
け
ら
訊
ま
す
。

史

に

管

円

に

は

、

同

和

対

策

賽

業

と
し
て
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
開
設

さ
九
ま
し
た
販
出
中
央
病
院
(
-
五

〇
几
＂
に
は
全
国
て
も
め
ず
ら
し
い

r

健
康
管
坪
部
が
設
け
ら
礼
f

退

恥

息

者
の
継
続
看
證
と
生
活
指
導
等
に
取

組
み
f

院

内

の

総

力

を

上

げ

地

域

治

療
の
推
進
に
積
極
的
な
歩
み
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
又
地
区
医
師
会
f

歯

科
医
師
会
は
f

保

健

所

を

は

し

め

市

等
の
衛
生
行
政
を
強
力
に
ハ
ソ
ク
ア

ノ
フ
し
地
域
保
健
の
推
進
に
積
極
的

な
姿
勢
を
し
め
さ
訊
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
展
望
は
保
健
所
の
将

来
に
大
き
な
期
待
と
発
展
が
あ
た
え

ら
九
て
い
る
こ
と
は
喩
い
う
ま
て
も

あ
り
ま
せ
ん
。
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